
ダイジェスト 版（ 1/2）設計・ 施工業務実施体制、 施工計画

校舎棟と新施設をつなぐ、バリアフリールート

新施設平面イメ ージ

直線のバリア
フリールート

3ｍの幅員を確保

記念碑や岩石を設けた
屋外メ モリアルスペース

EV

メ モリアルスペース
セキュリティライン

会議室

いいぐらテラス

玄関

校舎棟

いいぐらテラス

・ 1階のエレ ベータ ーホールに面し て玄関を 設けます。 校舎棟まで直線的で分かり やすいルート を 計画し するこ と
　 で、 セキュ リ ティ ラ イ ンが明確になり 、 新施設閉館時でも 保育園等へのバリ アフ リ ー動線を 確保し ます。

・ ロビー・ メ モリ アルスペースを 開放的な空間と し 屋内外を 有機的につなぐ 「 いいぐ ら テラ ス」 と 名付けた
　 1階屋上デッ キに対し 、 間口を 広く 取り 、 屋内外のつながり を 強化し ます。

見直し

木造専門建築会社木造専門建築会社
長い歴史と 実績を 誇る日本有数の木造建築会社

建築＆設備施工会社建築＆設備施工会社設計事務所設計事務所

公共施設実績豊富かつ

木構造化施設の新築増築実績多数
港区内工事を 熟知し たゼネコ ン 2 社と

都内公共実績豊富なサブコ ン 2 社

設計統括責任者設計統括責任者 統括代理人・ 現場代理人統括代理人・ 現場代理人

建築工事
(港区2社)

電気設備
工事

機械設備
工事

意匠
設計

構造
設計

電気
設計

機械
設計

プロジェクト チーム

東麻布自治会
検討委員会

工事説明会
現場見学会

港区関係部署

関係行政

消防、 警察等

地元住民の方々

施設関係者

利用者の方々

協議

港区

港区麻布地区総合支所管理課

主な会議体主な会議体 実施事項実施事項頻度頻度

プロジェ ク ト 会議 月1回

設計定例会議
（ 設計段階）

施工総合定例会議
（ 施工段階）

隔週
専門職会議、 設計の意思決定、
課題共有、 地域要望整理、 コ スト 調整会議

月1回
全体工程・ 進捗状況の
確認、 近隣対応の共有

施工定例会議
（ 施工段階）

週1回
専門職会議、 設計意図伝達、 施工計画の共有、
（ 変更時） 調整会議

要望確認・ 提案実現の進捗報告

工程工程

DRDR DR1DR1 DR2DR2 DR3DR3 DR4DR4 DR5DR5

設計設計

施工施工

施工施工基本設計見直し基本設計見直し 実施設計実施設計

情報
共有

近隣対応
工事計画

意見交換会

協力協力 協力協力

要望
反映

修正

実施設計

近隣対応
工事計画

計画
説明

工事
計画

※DR:各社の設計検討

情報
共有
情報
共有

情報
共有
情報
共有

監理・ 技術
指導

工事

校舎棟
利用者

近隣
説明

竣
工
竣
工

工事
説明
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実施実施

検討検討
電波障害、 地質
部分測量
インフ ラ 協議

施工

設計

工程

およ びおよ びおよ び
施工

設計

工程

およ び

プロポ総評 住民説明 概算 看板設置
住民説明

中間検査

与条件整理 詳細計画 基本設計
まと め

実施設計（ 7か月） 各種申請 行政
検査

監理・ 意図伝達

工事契約手続基本設計
確認

実施設計
確認

解体施工計画 体育館解体家屋調査
工事説明

木材調達・ 加工（ 約18か月）

北側外構 プール解体 木造建屋部施工新築工事（ 約20カ 月含む擁壁解体）
南側スロ ープ
他外構

検査

竣工・ 引渡し

事前調査

・ 保育園職員、 利用者、 　
関係団体にヒ アリ ング　
新施設イ メ ージの調査

解体工事中

・ 振動騒音の測定と 抑制対応
・ 廃棄物の削減/分別　 　 　

　 　 　 　 　 　 /リ サイ ク ル

外構工事中

・ 園庭部の効率的な運用
・ 災害等に備えたバッ ク アッ プ
・ 校舎棟利用者の動線の確保

木材情報の調査

・ 材種、 材積量、 生育状況の把握
・ 製材所等の設備加工能力の把握

木材供給体制の構築

・ 木材の発注方式の検討
・ 森林組合や製材所の納期確認

監理・ 意図伝達

・ 施工図チェ ッ ク
・ 現場確認

製材

・ 薬剤注入
・ 人工乾燥

加工

・ プレ カ ッ ト
・ 仕口加工

着手時～施工中随時

・ 自治会、 近隣住民の方々と の協議
・ 保育園職員、 利用者へのご説明と
　 工事条件のご確認など

外構工事中

・ 搬入ルート の確保
・ 校舎棟利用者の

動線の確保

各種試験

・ 機器の調整
・ 取り 扱い説明

新築工事中（ 木造建物施工含む）

・ 現場の情報公開（ 見学会も 適宜）
・ 再生可能エネルギーの利用
・ CO2削減に向けた取り 組み

・ 施工図作成
・ 確実な施工
・ 工事調整

・ 納まり 検討
・ 仕上材検討

・ 報告

・ 安全管理
・ 木材雨養生
・ 別途工事調整

設計

・ 詳細設計　 ・ 木材量の確定
・ 各種補助金の申請

計画案ブラッ シュ アッ プ

・ 課題の抽出
・ 課題解決事項　

リ スト 化
・ ZEB化基本検証
・ 調査

行政協議

・ 開発、 宅地造成、
バリ アフ リ ー、 雨水・ 緑化

［ 南面区道側外観パース］［ 南面区道側外観パース］ ［ 北面園庭側外観パース］［ 北面園庭側外観パース］

・ 本プ ロ ジェ ク ト に対し 、 設計事務所、 施工会社の
他、 国内有数の木造建築専門会社を 加えた特別な
チームを 編成し ます。

・ 設計初期段階から 、 港区様や施設関係者、 地域の方々と の意見交換・ ヒ アリ ン グを 重点的に行ない、 計画を ブ ラ
ッ シュ アッ プし ます。 設計の骨子を 令和6年4月にまと め、 木材調達に着手し ます。

・ 初期段階から 解体工事の計画も 進め、 解体も 加味し た合理的な実施設計を 行い、 工事期間の短縮を 図り ます。

・ 工事車両の出入り は北側の国道から 、 校舎棟の利用者は現状のま ま南側区道から と する こ と で、 動線分離を 図り ま
す。 最後の南側スロープ工事のみ、 校舎棟利用者の出入り は国道側へ切り 替えます。

・ 校舎棟北側にある 既存発電機等の撤去・ 新設については、 撤去前に新し い設備を 設置し 、 切替え作業を 極力少ない回
数で行う 他、 給排水やガス管の盛替えも 同様に配慮し 、 既存施設への影響や災害対策の機能不全を 最小限にし ます。

・ 私ど も は、 50か月に渡る 事業全体を 通し て、 あら ゆる
関係者と の「 対話と 協働の精神」 を 重視し ます。 　

・ 飯倉小学校の歴史を 調べる と 、 明治11年の開校から
昭和28年に竣工し た4代目の校舎までが木造で、 切妻
屋根が印象的です。

・ 今回の施設の顔と な る 南側は、 旧小学校の記憶を 継
承する 、 切妻屋根を モチーフ と し ます。

・ 北側は、 隣接する 校舎棟やマ ン シ ョ ン への圧迫感を 低
減し 、 園庭の広がり を 生み出す寄棟屋根と し 、 大き く
張り 出し た軒裏と 外壁に木仕上げを 施し ます。

・ 外壁、 軒天、 サッ シ な ど の木を 多く 取り 入れた、 利用
者の親し みやすい外観デザイ ン を 計画し ます。

地域のご期待に応える 盤石の設計・ 施工体制１

３

２

開業準備を 円滑に進める 、 ゆと り のある 事業スケジュ ール

いいぐ ら の記憶を継承し 、 地域の拠点と なる『 木造交流施設』 を共につく り ます

定期的な会議によ る要求水準・ 課題の管理・ 進行共有 ４ 校舎棟利用者の立場で安全や環境に配慮し た施工

足場に防音
パネルを 設置

歩
道

国道 桜田通り
道路巾員30m

シート ゲート

(工事完了後通用門新設)ガード マンハウス

学童ク ラ ブ

区民協働
スペース

保育園

プール

歩道区道

道路境界線

バッ ク ホー

解体用重機

解体用重機

資材搬出用ダンプ

粉塵防止対策と し て
散水を実施する

工事関係
者車両

シート
ゲート

隣地境界線

ラ フ タ ーク レーン 70ｔ

工事関係者車両

体育館棟解体

新築棟施工時
（ プール解体含む )

工事車両搬出入経路

工事車両搬出入経路

通 用門 撤去

誘導員誘導員 誘導員誘導員

誘導員誘導員

園庭利用可能エリ ア
（ 体育館解体時）

園庭利用可能エリ ア
（ プール跡地新築時）
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仮設足場

校舎棟

学童ク ラ ブ

区民協働
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保育園
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・
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マンホールト イ レ

シート ゲート

変電設備

工事ヤード

歩道

地下消防防火水槽 (40 ㎥ )

パネルキャ スタ ー
ゲート

全面防音シート 張り

ガード マン ハウス

隣地

隣地

パネルキャ スタ ー
ゲート

仮設便所・ 手洗い

仮設休憩所

上部渡り
廊下撤去

マンホールト イ レ

地下消防防火水槽
(40 ㎥ )

仮設便所・ 手洗い

仮設休憩所

岩石 :
取置き

散水
散水

散水ｵｲﾙﾀﾝｸ

発電機

凡例

： 校舎等利用者動線

： 仮設足場

： 解体・ 新築工事エリ ア

道路道路

： 既存建物

者動線者動線 ： 解体体・ 新新

： 既存存存建物建

： 園庭利用可能エリ ア ： 敷板鉄板養生部

： 仮囲い

： 災害時緊急用避難経路

： 工事車両搬出入経路

❶ 緊急用（ 避難等）
パネルキャスタ ーの設置

❸ 歩道と 車路を区画し 、
誘導員を配置

❷ 照度と 安全性の確保

❹ 木造部分施工時のラフタ ークレ ー
ン設置位置

体育館棟解体工事 新築時仮設計画図

園庭北側は
整備済

トト
トト

搬搬

道路境界線界線

園庭南側は
利用可能

通用門工事中に
活用するスペース

（ １ ） 設計施工・ BIM 災害対応 （ １ ） 設計施工・ BIM 災害対応

（ ２ ） 工程管理

（ ３ ） 仮設計画居ながら 工事（ 4） 地域対応



ダイジェスト 版（ 2/2）建築計画・ 意匠、 木造、 ZEB・ 環境配慮

雨水再利用

雨水貯留槽

雨水を
植栽の水やり に

雨水で舗装の
高温化抑制

浸透型
側溝

湧水の
復活

地下水の保全

点滴
チュ ーブ

雨水の自然循環システムを つく る
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エポキシ樹脂の流れ

エポキシ
樹脂注入

注入孔 排出孔

余剰エポキシ樹脂
排出を排出
鋼棒

梁

金物が露出せず
優れた耐火性 +
高い意匠性

木と ボルト が一体化し て高い剛性を確保
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凡例

： 芝生

： 透水性アスフ ァ ルト 舗装

： 植栽帯

： 真空コ ン ク リ ート 舗装

： 地盤レ ベル

： 透水性イ ン タ ーロ ッ キン グ舗装

： ゴムチッ プ舗装

： 災害支援車両動線： 災害対策

： セキュ リ ティ ラ イ ン： 出入口
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重量車対応の透水性アス
ファルト 舗装で災害時の車
両動線を確保

❶非常時車両動線
色鮮やかな 草花植栽し 、野
鳥観察や虫取り ができる、自
然ふれ合う 環境学習の場

❷ネイチャーガーデン
野菜・ ハーブ・ 果物などを 植
え、収穫祭など地域イ ベント
を開催

❹イート ガーデン
円形芝生と 曲線状のゴムチッ
プ 舗装で 構成し 、舗装の切り
替えによるエリア区分

吹園庭
マンホールト イレと 、新建物と
連携し やすいよう に近接して配
置し 、防災機能を強化

❺防災パーゴラ

ト リアージュや支援物資の受付を行う
防災用のバッファ―空間として活用

❻バルコ ニー軒下空間
ベビーカ ーや車いす利用者が雨の日
でも 濡れずに校舎棟までアクセス

❼渡り廊下
擁壁の展示窓と 壇上に植栽し た緑の
回廊による賑やかな空間

❽保育園通用門側スロープ
低木と 鮮やかな草花による見
通し の良い導入空間

❾エント ランスガーデン

・

・

・

・

・

・

・

・

・

50 10 15(ｍ)

ロビ ー
メ モリ アルスペース

設備
置場

設備
置場

防災
備蓄倉庫 会議室

給湯室

EV

隣地境界線

給湯室と 菜園が
連携し た屋外キッ チン

雨がかり のない
バリ アフ リ ールート

運動会お祭り などの全体利用

体格差を考慮し たエリ ア分け

緑の回廊

+5.06

+ 4.94

+ 4.96

+ 4.37

オイ ル
タ ン ク

受変電

発電機

隣
地

境
界

線

地下消防
防火水槽（ 40㎥）

隣地境界線

N

校舎棟【 3.4階改修】
・ （ 4F） 学童ク ラ ブ
・ （ 3F） 多目的室+ 保育サポート
・ （ 1.2F） 東麻布保育園

隣
地

境
界

線
隣

地
境

界
線

+1.72

+ 1.40 + 0.80

+ 0.60
±0車両用門扉2

敷地B
1248㎡

校舎棟設備
スペース

歩行者用門扉2
（ 電子錠対応）

敷地A
3800㎡

校舎棟への
災害支援車両
寄り 付き スペース

管理シャ ッ タ ーを設け
21時以降の
セキュ リ ティ に配慮

特別区道第956 号線
5.47m ～5.70ｍ
(42 条１ 項１ 号)

国道1号線
30.0ｍ

（ 42 条１ 項１ 号）

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道
路

境
界

線

東側擁壁下
浸透U型溝新設

地流し ・ 手洗い場

落書き 広場

保育園エリ ア
砂場

水遊び場

緑の回廊
いいぐ ら テラ ス

屋外メ モリ アルスペース

駐車場切り 返し
スペース

車両用門扉1

レ イ ンガーデン
（ 雨水浸透型花壇）

雨水浸透型側溝

雨水浸透型側溝

マン ホール
ト イ レ （ 14か所） 新設

防災パーゴラ

手押し ポンプ
（ 災害井戸）

フ ェ ン ス

上部渡り 廊下屋根

フ ェ ン ス

+ 4.60

+ 3.80

+2.23

歩行者用門扉1
（ 電子錠対応）

菜園
（ 50㎡）

学童エリ ア

花壇（ 50㎡）

堆肥コ ンポスト

用具入（ 既製品）

地流し ・ 手洗い場

雨水貯留槽 ピッ ト
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会議室

個室居間・ 食堂
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［ 自然光あふれる木漏れ日ホール］ ［ 自然光あふれる木漏れ日ホール］ ［ 旧校舎の面影を感じるメ モリアルスペース］ ［ 旧校舎の面影を感じるメ モリアルスペース］ 

［ 開放的な小屋組み表し の居間・ 食堂］ ［ 開放的な小屋組み表し の居間・ 食堂］ ［ 自然光が差し 込み陽の移ろいを感じるホール］ ［ 自然光が差し 込み陽の移ろいを感じるホール］ 

［ 木材の温もりあふれるいいぐらテラス］ ［ 木材の温もりあふれるいいぐらテラス］ 

［ 木の温かみがある快適な居室］ ［ 木の温かみがある快適な居室］ 

・ 木の構造材は、 「 1時間認定耐火材」 と 石こ う ボード 等の不燃材で被
覆し た「 メ ン ブレ ン 仕様」 を 併用し ます。

・ デザイ ン と コ スト を 両立さ せる ため、 木の構造体を 「 見せる 範囲」 と
「 隠す範囲」 に分け、 メ リ ハリ を つけた計画と し ます。

・ 接合ボルト は木材内部に隠れる ため、 金属部の露出がなく 、 火災時の
耐火性に優れます。 金物が見えないため意匠性も 高いです。

・ 調達先は、 木造専門会社が持つ幅広いネッ ト ワーク を 活かし 、 協定自
治体を 優先し つつ、 全国各地から 調達予定です。

・ 庇など によ る 日射遮蔽や、 南北の開口によ る 自然通風、 屋根天窓の
自然採光と 排熱など 、 パッ シブデザイ ン を 積極的に行います。

・ 大空間の居間・ 食堂は、 人が居る 高さ ま で の「 床放射冷暖房」 と
し 、 無駄を 削減する ほか、 空調集中管理コ ン ト ロ ーラ ーを 採用し 、
スケジュ ール運転と デマン ド 制御が行える よ う にし ます。

・ 園庭に貯留槽を 設け、 点滴チュ ーブ で舗装や植栽帯に浸透さ せ、 雨
水、 水資源を 有効利用し ます。

・ 外構には個性の異なる 3つの庭を 設け、 生物観察
や野菜作り 、 季節ご と の花が咲く 庭で 多様な 交
流を 促し ます。 【 外構イ メ ージ❷❹❾】

・ いいぐ ら テ ラ ス 、 軒下空間、 会議室、 駐車場な
ど日常の施設利用が災害時の備えになり ます。

・ イ ン フ ラ 途絶時にも 自然エ ネルギーの活用で 最
低限の建物機能が発揮でき る 計画と し ます。

日常の中で自然を感じ ら れる、 木造福祉施設なら ではの空間づく り を目指し ます

将来的な間取り 変更にも 対応し た耐火木構造５ ６ 自然エネルギーを 最大限利用し たエコ 建築
（ 5） 工法・ 構造　 （ 6） 設備・ 設備改修　 （ 7） FM メ ン テナン ス （ 8） ZEB・ 環境

７ 日常の居場所と 災害時の安心安全の両立、 エリ ア全体で多彩な交流を促す外構計画
（ 9） 施設計画・ 区民協働スペース・ 外構


